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「対面録音アプリ FTF-MW15」
インストールと起動のしかた

お客様が本アプリを使用し、または運用した結果、直接的また
は間接的に生じる損害について、当社は一切責任を負いません
のであらかじめご了承ください。

免責事項について

● 圧縮ファイルの解凍場所に、「Cドライブ」直下や「Program 
Files」などのシステムフォルダを指定しないでください。

お願いSTOP

本資料は、お客様のクライアントパソコンに、「対面録音アプ
リ FTF-MW15」（以下、「本アプリ」と記します）をインストー
ルして、対面録音端末としてご使用になるための資料です。
本アプリは当社のホームページよりダウンロードできます。
本アプリの一部無効になっている機能を有効にするため、事
前にライセンスを購入して、「対面録音サーバ VR-FTF15VLA 
SV」（別売品）（以下、「対面録音サーバ」と記します）への端
末番号登録および接続認証が必要です。ライセンスの購入に
関しては、最寄りの当社「支店／営業所」へご連絡ください。
・ 当社ホームページ（https://www.takacom.co.jp）

はじめに

● 対面録音端末はWindows Update により最新の状態である
ことを確認してください。

● 本アプリは「Microsoft .NET Framework 4.7」を必要とします。
事前に「Microsoft .NET Framework 4.7」をインストールし
てください。

※ 本資料の中で使用している社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。

■ パソコンの推奨仕様
・ OS         ： Windows 11/10 日本語版　※
・ CPU        ： OS が推奨する環境以上
・ メモリ      ： OS が推奨する環境以上
・ ディスプレイ ： 1024 X 768以上、

 High Color(16bit) 以上
・ ネットワーク ： 100BASE-TX以上のネットワークアダプタ
・ Microsoft .NET Framework 4.7 以上がインストールされて
いること

　   ※ Windows 11/10の SモードおよびARM版 Windows 11/10は対象外です。

① ほかのソフトをすべて終了します。
② 当社ホームページからダウンロードして任意の場所に解凍
した “Setup.exe” をダブルクリックします。
※ 解凍先が「Eドライブ」の画面例

　　　　

ダブルクリックします。
・ 【ユーザーアカウント制御】画面が表示されます。

③ ［はい］ボタンをクリックします。

　　　　
クリック
します。

・ 【FTF-MW15セットアップウィザードの開始】の画面が表示されます。

④ ［次へ］ボタンをクリックします。

　　　　
クリック
します。

・ 【使用許諾契約書の同意】の画面が表示されます。

以降は画面の指示に従ってインストールを進めます。

インストール
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起動のしかた
インストール時に「デスクトップ上にアイコンを作成する」
にチェックを付けた場合は、デスクトップのショートカット
アイコンをダブルクリックします。

ダブルクリックします。

デスクトップにショートカットアイコンが無い場合は、以下
の操作で起動します。

Jun.2024

① タスクバーのキーワード入力欄に「FTF-MW15」を入力し
て検索された「FTF-MW15」をクリックします。

「FTF-MW15」を入力します。

クリックします。

・ 録音一覧画面が表示されます。

アンインストール
本ソフトをアンインストール（削除）するときは、次の手順
で行います。

① 本アプリを起動します。
② 録音一覧の音声ファイルをすべて削除します。
③ 本アプリを終了します。
④ デスクトップ画面のタスクバーのキーワード入力欄に、
「con」と入力して検索される「コントロールパネル」をクリッ
クします。

⑤ 【表示方法：カテゴリの場合】
「プログラムのアンインストール」を開きます。
【表示方法：大きいアイコンまたは小さいアイコンの場合】
「プログラムと機能」を開きます。

⑥ 「FTF-MW15」を選択します。
⑦ 「アンインストール」をクリックするか、「FTF-MW15」を
ダブルクリックします。

⑧ ウィザード画面に従って削除します。
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